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１　下のように１００円玉を２枚置きます。

　　上の１００円玉をすべらないように、下の１００円玉のまわりを転がしま

す。
元の位置にもどってくるまでに、上の１００円玉は何回転するでしょう？

　　半径が１ｃｍの円で考えてみましょう。
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領域：「量と測定」

　単元：「円周」

　評価の観点：
出題の趣旨：…２つの円の半径が等しい時、円周も等しくなる。

しかし、円のまわりをもう１つの円が転がる場合、一回転ではなく、２回転するところに、算数のおもしろさを感じることができるようにする。
解答： ２回転

（理由）例１

回転する円がどれだけ回転するかは、回転する円の中心が動いた距離で考えなくてはなりません。

　　　　よって、外側の円は、半径2ｃｍ、すなわち、直径4ｃｍの円の円周を動いたことになります。

　　　　４×３．１４＝１２．５６（ｃｍ）

　　　　これを円の円周でわると　

　　　　１２．５６÷（２×３．１４）＝２　よって２回転です。

　　　　例２

　　　　例えば、１００円玉の円周の半分の距離を直線上で転がすと、その１００円玉はその地点では逆さに向いている。しかし、実際の１００円玉の円周の半分の地点では、直線上での半分進んだ状態から１８０°向きを変えなければならない。つまり、１００円玉の円周の半分すんだとき、その位置での１００円玉は１回転していることになる。

　　　　その同じことが、残りの半周分で起こるので、１００円玉のまわりを１周すると、２回転する。
　　　　このように、文章で説明していなくても、絵や図で回転している様子を表している解答も正解としたい。ポイントは、回転する円が、ちょうど半分まで来たときに、１回転していることを表現できていること。

　　　　実際に１００円玉でやってみましょう。
２　下の図を見て、次の問題に答えましょう。
　　

(１)下の図は円の中に正六角形がきれいにかさなっている図です。この図から、円周は直径の３倍より大きいことがわかります。そのことがわかるように説明しましょう。




（２）　下の図は円の外に正方形がきれいにかさなっている図です。この図から、円周は直径の４倍より小さいことがわかります。そのことがわかるように説明しましょう。




２　　領域：「量と測定」

　単元：「円」

　評価の観点：



出題の趣旨：円周率が３．１４ということを児童は学習で理解しているが、どうしてそのようになるのかという円周率の意味を図から求めることができる。

解答： 











３　直径３ｃｍの太鼓のバチを束ねます。結び目に１０ｃｍ使うと、ひもは全部で何ｃｍ必要ですか。

（１）バチを２つずつ束ねるとひもは何ｃｍ使いますか。

（２）バチを４つずつ束ねるとひもは何ｃｍ使いますか。



（３）バチを６つずつ束ねるとひもは何ｃｍ使いますか。



３　　領域：「図形」

　単元：「円周」

　評価の観点：




出題の趣旨：円周を求める式を利用して正しく円周をもとめることができるかどうかを見る。

解答： 

（１）直線部分は３×２＝６　６ｃｍ

　　　円周部分は半円２つで１つの

　　円になる。

　　　３×３．１４＝９．４２

　　　６＋９．４２＝１５．４２　　　

　　　結び目の１０ｃｍをたす。

　　　１５．４２＋１０＝２５．４２　　　　　　　　　　　　　　　　

　２５．４２ｃｍ

（２）直線部分は３×４＝１２　１２ｃｍ

　　　円周部分は４すみの部分４つ分で

　　１つの円になる。

　　　３×３．１４＝９．４２

　　　１２＋９．４２＝２１．４２

　　　結び目の１０ｃｍをたすと

　　　２１．４２＋１０＝３１．４２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３１．４２ｃｍ

（３）直線部分は３×６＝１８　１８ｃｍ

　　　円周部分は４すみの部分４つ分で１つの円になる。

　　　３×３．１４＝９．４２

　　　１８＋９．４２＝２７．４２

　　　結び目の１０ｃｍをたすと

　　　２７．４２＋１０＝３７．４２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３７．４２ｃｍ

４　右の図のような四角形に直径１ｃｍの円を転がします。
そのとき、いちばん外側にできた外周の線
（太い点線の部分）の長さを求めましょう。


４　　領域：「図形」

　単元：「円周」

　評価の観点：


出題の趣旨：円周を求める式を利用して正しく円周をもとめることができるかどうかを見る。

解答： 


直線部分は四角形の周りの長さに

なるので、

　７＋８＋９＋５＝２９
４つの角の部分を合わせるとちょうど

１つの円の円周の長さになるので

　１×３．１４＝３．１４

合わせると

２９＋３．１４＝３２．１４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３２．１４ｃｍ

【 小学校算数・単元別問題 】
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（答え）　　回転


（理由）
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（２）





○
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１㎝





正六角形は一辺が１㎝の正三角形が６つでできている。


円の半径は１ｃｍで、正六角形の周りの長さは６ｃｍなので、正六角形の周りの長さは、円の直径のちょうど３倍になる。


円は、その正六角形のさらに外側にあるので、直径の３倍より長いことになる。





１㎝





一辺が２㎝の正方形の周りの長さは２㎝×４で８㎝となる。


円の直径は２㎝であり、その円の円周は正方形の内側に入っているので８㎝より小さくなる。このことから、直径の４倍より小さいことがわかる。
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